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減数分裂期以降の追肥が牛タカミコム半の製粉品質に及ぼす影響
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1　は　じ　め　に

近年，本県産キタカミコムギの低蛋白化が実需者から指
摘されている。そこで本報では．1990～1991（は種年次）
の両年に蛋白質を高めるために追肥の量を変えて施用し－
製粉粗蛋白質含量（以下「蛋白含量」と略記）と粉色に及
ぼす影響を検討した。

2　試　験　方　法

（1）耕種概要
は種量：1．0kg／a，は種期：10月l半句，基肥：NPK

成分各々1．0kg／a，は種様式：30cm畦幅ドリルは種，以
上は全処理共通である。追肥時期及び追肥量は各表中に記
載した。融雪時追肥は原則としてN成分で0．4kg／aであ
る。
（2）製粉性，蛋白含量及び粉色の測定
製粉はプラベンダーテストミルで行い，蛋白含量はセミ

ミクロレルダール法で，粉色はR455とR554の反射率を用
いて測定した。

3　結　　　果

（1）追肥時期と蛋白含量の関係（表1参照）
1回追肥では出穂期区・出穂10日後区が両年を通じて，

0．6％～1．4％増加した。他の処理は増加量がこれより小さ
いか，両年を通じて増加幅に変動があり不安定だった。2
回追肥では減分期＋出穂10日後区の増加量（1．4～2．4％）
が，出穂期＋出穂20日後区の増加量に比して同等以上だっ

表1追肥時期と追肥量が蛋白含量及び粉色に及ぼす影響

た。4回追肥では各時期の追肥効果が累積的であり，両年
を通じて最高の増加となった。
（2）追肥量と粉色の関係（表1・2）
R455への1回追肥の時期の影響は，変化の幅が＋0．5～

－0．7％であり，両年を通じて傾向が認められなかった。
R554では，1990年に全般的に仇3～1．3％低下したが，1991
年には出穂期区の他に低下は認められなかった。また，
R455及びR554とも，1回追肥における両年共通の時期の
影響は認められなかった。

2回追肥では，1990年に出穂期＋出穂20日後区のR455
及びR554とも約1．5－2％低下したが．1991年には低下が
認められなかった。減分期＋出穂10日後区では，R455の
低下が両年とも認められず，R554は1990年のみ約1％低
下した。

4回追肥では，1990年にR455とR554が低下したが，
1991年には低下が認められなかった。
総じて，出穂10日後処理・減分期＋出穂10日後処理は蛋

白含量増加が比較的大きく，かつR455・R554の低下が小
さい傾向にあった。

これらの追肥の効果の有意性を検定した結果が表2であ
る。R455・R554については，滅分期追肥及び穂揃期追肥
（出穂8日後処理）の効果は有意でなく，蛋白含量増加に
は有意だったにもかかわらず，低下傾向は認められなかっ
た。

4　考　　　察

（1）追肥時期及び追肥量が蛋白含量及び粉色に及ぼす影
響について

萎

次

番

号

処 理 （垂 重 成 分 k g ／ a ） 蛋 白
含 ！五

％

R 4 5 5　 R 5 5 。 （適 量 ／　　　　R 4 5 5 ） 腎　 等 志

減 分 期　 出 酬　 哲 穂 設　 哲 穂 芸

1 9 9 0

1
0 ．2

8 ．5 5 6 ．6　　　　 7 1 ．6　　　　 0 ．1 0 2 6 8 ．0　　　　 2 中

2 8 6 5 6 2　　　　 7 0 6　　　　 0 0 9 9 7 0 0　　　　 1 中

3 0 ，2 9 ■3 5 6 ’9　　　 7 1 ’3　　　 0 －0 9 8 6 9 ‘5　　 1 ド

4 0 ．2 9 ’1 5 6 ’4　　　 7 1 ■2　　　 0 －1 0 1 6 8 ■9　　 1 ド

5 0 ．2 9 ’4 5 6 ’2　　　 7 0 8　　　 0 1 0 0 6 8 ‘8　　 1下

6 0 ，2　　　　　　　　　　　　 0 ．2 1 0 ’9 5 7 ’0　　　 7 0 ‘5　　　 0 －0 9 2 6 7 ‘7　　　 2 中

7 0 ，2　　　　　　　　　　　　 0 ．2 9 ’4 5 5 ’4　　　 6 9 6　　　 0 0 9 9 6 8 ‘1　　 2 上

8 0 ．2　　　　　 0 ．2　　　　　 0 ．2　　　　　 0 ．2 1 2 ’9 5 5 ■8　　　 6 9 ■1　　 0 －0 9 3 6 8 ‘5　　　 2 ト

9 穂 揃 期 斐 面 散 布 8 ：9 5 6 ：0　　　 7 0 ．6　　　 0 ．1 0 1 6 7 ：7　　　 2 中

1 0 乳 熟 期 斐 面 散 布 8 ．6 5 8 ．0　　　　 7 2 ．2　　　　 0 ．0 9 5 6 7 ．5　　　　 2 中

1 1 穂 揃 期 ＋ 乳 熟 期 斐 面 散 1借 9 ．6 5 5 ．2　　　　 6 9 ．6　　　　 0 ．1 0 1 6 7 ．0　　　　 2 上

1 9 9 1

1 2
0 ．2

6 ．2 5 4 ．1　　　　 7 1 ．8　　　　 0 ．1 2 2 6 8 ．1　　　 1 一‾F

1 3 6 6 5 4　3　　　　 7 2　3　　　　 0 1 2 4 6 6 8　　　 1 下

1 4 0 ．2 7 ’3 5 3 ■4　　　 7 0 ‘5　　　 0 ■1 2 0 6 6 ‘3　　 1 中

1 5 0 ＿2 7 ’6 5 4 ‘6　　　 7 1 ‘7　　　 0 ‘1 1 8 6 6 ‘3　　 1 ■ト

1 6 0 ．2 6 ’5 5 4 ■1　　 7 2 0　　　 0 1 2 4 6 6 ‘1　　 1 ト

1 7 0 ．2　　　　　　　　　　　　 0 ．2 7 ’6 5 4 ■8　　　 7 1 9　　　 0 1 1 7 6 6 ‘1　　 1 中

1 8 0 ．2　　　　　　　　　　　　 0 ．2 7 ■5 5 4 ■5　　　 7 1 ‘5　　　 0 ■1 1 7 6 6 ■4　　 1 中

1 9 0 ．2　　　　　 0 ．2　　　　　 0 ．2　　　　　 0 ．2 9 ：5 5 4 ：8　　　 7 1 ．3　　 0 ，1 1 4 6 8 ．8　　　　 1 卜

童主．・Nalと12が各年次における対象。
・薙面散布は1％尿素液で肇素成分0．1kg／a換算。
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表2　減数分裂期及び穂揃期の追肥効果（1991年は種）

番 机 上甲r N 6堅 ろ｝k F ／ 只） 滅 ろヽ 七月 蛋 白

含 f己
R 4 5 5　 R 5 5 。 （己 品 ／ 蟄糾扮

歩 留
検 査
等 級

韓 憲　 章 曾　 鳶 哲 染 色　　　 生 育
■コ S P A D　　　　 憬 ％ R ノ15 5 ） ％

1 0 ．6　　　　 0 ．2　　　　 0 ．2 4 4 ．8　　　　 2 1 9 8 ．7 5 1 ．6　　　　 6 8 ．1　　　 0 ．1 2 0 6 8 8 1 下
2 0 ．6　　　　　 0 ．2 4 6 ．5　　　　 2 1 1 8 ．1 5 2 ．0　　　　 6 7 7　　　 0 1 1 4 6 6 －8 1下
3 0 ．6　　　　　　　　　　　 0 ．2 4 4 ．1　　　　 1 9 7 8 ．3 5 1 ．8　　　　 6 7 ．9　　　 0 ．1 1 8 6 8 －2 1 卜
4 0 ．6 4 4 ．8　　　　 2 1ノl 7 ．6 5 1 ．5　　　　 6 7 9　　　 0 1 2 0 6 6 －3 1 卜

5 0 ．4　　　　　 0 ．2　　　　　 0 ．2 3 7 ．3　　　　 1 7 0 7 ，4 5 3 ，7　　　　 7 0 ．4　　　　 0 1 1 8 6 6 2 1 下
6 0 ．4　　　　　 0 ．2 3 7 ＿7　　　　 1 7 7 7 ，0 5 3 ，8　　　 7 1 ．4　　　 0 ■1 2 3 6 6 ’1 1 下■
7 0 ．4　　　　　　　　　　　 0 ，2 3 6 ＿6　　　　 1 8 1 7 ，3 5 2 ．3　　　　 6 7 ．6　　　 0 1 1 1 6 7 ’4 1中
8 0 ．4 3 7 ．8　　　　 1 7 6 6 ．6 5 4 ．1　　　 7 1 5　　　 0 1 2 1 6 5 ’8 1下

有 意 に な っ た 効 果

＊ ； 5 ％　 ＊ ＊ ； 1 ％
A ＊　 ＊　　　 A ＊　 ＊

A ＊ ＊
B ＊

C ＊ ＊

A ＊

9 0 ．2　　　　 0 ．2　　　　 0 ，2 3 4 ．7　　　　 1 5 8 8 ．8 5 1 ．7　　　　 6 8 ．1　　　 0 1 2 0 6 6 9 1 下
1 0 0 ．2　　　　　 0 ．2 3 1 ．5　　　　 1 4 0 7 ．1 5 1 ，2　　　　 6 8 ．6　　　 0 1 2 7 6 5 ’6 1 卜
1 1 0 ．2　　　　　　　　　　　　 0 ．2 3 1 ．6　　　　 1 ノ1 7 8 ．5 5 0 ．4　　　　 6 7 ．6　　　 0 1 2 8 6 6 ’3 1 卜
1 2 0 ＿2 3 2 ．8　　　　 1 4 0 6 ，5 5 0 ＿7　　　　 6 8 ．0　　　 0 ．1 2 8 6 5 ■3 1 卜

有 意 に な っ た 効 果

＊ ： 5 ％　 ＊ ＊ ； 1 ％
A 】■　　　　 A ■⊂　＝＊

．＼ ■ ■
C ＊ ＊

A X C ■

A ＊　　　　 A ■　　　　 A ＊ ー

注 ・ ：誌 ふ 蒜 ？ 禦 詑 忘 是 ア 遠 点訝 二三等 ．発 雷 0 ・4 処 理 系 列 は 共 軋 2 上撒 。

：蓋雷竿．L芸蓋竿益董警g鑑三蒜と00）。

蛋白含量の増加効果は．穂揃期追肥（出穂8～10日後）
や減分期＋穂揃期追肥の効果が高い。また，これらの追肥
が，1990年のような対照蛋白含量が8．5％といった比較的
高蛋白含量な年次にR554を低下させるとしても影響は1
％程度と思われる。また∴江口らが別品種で指摘した出穂
7日後追肥におけるR455とR554の大幅な低下（各々対照
比2％・5％程度）1）は，供試品種のキタカミコムギでは
認められなかった。

すなわち蛋白含量の増加幅と粉色低下のみに着目すれば，
これらの追肥（各々N成分0．2kg／a計0．4kg／a）は，キ
タカミコムギの粉色に影響しないと思われる。

しかしながら，これらの結果は細粒褐色森林土での結果
であり，佐藤の指摘する土壌での違い2）を検討する必要が
ある。
（2）減分期生育量及び葉色と追肥による蛋白質含量の関

連性について
表2の番号5～12の試験で，融雪時追肥0．4kg／a処理

における穂揃期追肥の蛋白含量増加効果が，融雪時追肥0．2
短／a処理における穂揃期追肥のそれより小さかった。こ
のため，融雪時追肥と穂揃期追肥の交互作用が有意となっ
た。

この交互作用が有意である理由は，融雪時追肥0．2kg／
a処理系列の生育量が同0．4kg／a処理系列の生育量より
小さいために，穂揃期追肥量が同じでも蛋白含量増加が大
きくなるためと考えられる。
図1はこの検証のため，減数分裂期の葉色及び生育量と

追肥による蛋白含量の変化の関係を示したものである。生
育量と黄色をどの時点でとらえるかという問題もあるが，
本鞘では追肥による蛋白含量増加が認められ始める＝減分
期で検討した。なお，本図のサンプルは，表1・2におけ
る1991年データの内の凡例に該等する処理の反復データで
ある。

本図を生育量20，000前後の狭い範囲でみると，次のよう
なサンプルの分布が認められる。
蛋白含量が同一範囲にある1回追肥のサンプルは，同じ

範囲にある2回追肥のサンプルの上部に分布している（○
は●の上部，口は■の上部）。また，同一追肥回数でより
高い蛋白含量の範囲にはいるサンプルは，その下の蛋白含
量範囲のサンプルより，上部に分布している（○は口の上
部，●は●の上部，口は△の上部）。

これは，同一生育量ならば葉色が濃いほど，少ない追肥
回数（追肥総量）で一定の蛋白含量を達成しやすい傾向を
示すと思われる。

また，同一追肥回数で同一範囲の蛋白含量となったサン
プルで．左下がりの分布を示すものがある（〇・●・□・
■各々の分布が左下がり）。これは，同一葉色ならば生育

減
数
分
裂
期
の
止
乗
の
次
聾
の
葉
色
（
S
P
A
D
）

03

130　　150　　170　　190　　　210　　　230　　　250

減数分裂期生育量（XlOO，α・本／ポ）

図1減数分裂期における生育量と葉色が追肥
による蛋白含量の変化に与える影響

●：減分期追肥＋穂揃期　○：減分期追肥or穂揃期
追肥で蛋白8％以上　　　追肥1回で8％以上

■二同上で8．0－7．5％　　ロ：同上で8．0～7．5％
▲：同上で7．5％未満　　△：同上で7．5％未満

量が少ないほど，少ない追肥回数（追肥総量）で一定の蛋
白含量を達成しやすい傾向を示すと思われる。
総じて，減数分裂期の生育量と葉色が，以降の追肥によ

る蛋白含量の反応に対して影響を与えていると考えられる。
しかしながら，これらは滅分期生育量13，000～25，000と

いった比較的少ない生育量での結果であり，これ以上の生
育量での検討を要する。なお，「一定の蛋白含量」として
具体的数値を示さなかった理由は，土壌・年次といった他
の変動要因1－2）があるためである。

引　用　文　献

1）江口久夫，平野寿助，吉田博乱1969．暖地における
小麦の良質化栽培に関する研究（第2報），3要素施肥
料および窒素施肥時期・施用法と品質との関凰　中国農
試報　A17：81－109

2）佐藤暁子．1991．小麦の蛋白質含量安定化技術の開発．
農園　66：567－573

－118－


